
「輝く未来にむけて」
　　　　    みかた PTA 会長　遠藤　勝裕
　
　オツベルときたら大したもんだ。稲扱《い
ねこき》器械の六台も据《す》えつけて、の
んのんのんのんのんのんと、大そろしない音
をたててやっている。
　十六人の百姓《ひゃくしょう》どもが、顔
をまるっきりまっ赤にして足で踏《ふ》んで
器械をまわし、小山のように積まれた稲を片っ
ぱしから扱《こ》いて行く。藁《わら》はど
んどんうしろの方へ投げられて、また新らし
い山になる。そこらは、籾《もみ》や藁から
発《た》ったこまかな塵《ちり》で、変にぼうっ
と黄いろになり、まるで沙漠《さばく》のけ
むりのようだ。
　そのうすくらい仕事場を、オツベルは、大
きな琥珀《こはく》のパイプをくわえ、吹殻《ふ
きがら》を藁に落さないよう、眼《め》を細
くして気をつけながら、両手を背中に組みあ
わせて、ぶらぶら往《い》ったり来たりする。
　小屋はずいぶん頑丈《がんじょう》で、学
校ぐらいもあるのだが、何せ新式稲扱器械が、
六台もそろってまわってるから、のんのんの
んのんふるうのだ。

「笑顔を忘れずに」
　　　　　　　　　　　  校長　桐谷　次郎

　そしたらそこへどういうわけか、その、白
象がやって来た。白い象だぜ、ペンキを塗
《ぬ》ったのでないぜ。どういうわけで来たかっ
て？　そいつは象のことだから、たぶんぶらっ
と森を出て、ただなにとなく来たのだろう。
　そいつが小屋の入口に、ゆっくり顔を出し
たとき、百姓どもはぎょっとした。なぜぎょっ
とした？　よくきくねえ、何をしだすか知れ
ないじゃないか。かかり合っては大へんだか
ら、どいつもみな、いっしょうけんめい、じ
ぶんの稲を扱いていた。
　ところがそのときオツベルは、ならんだ器
械のうしろの方で、ポケットに手を入れなが
ら、ちらっと鋭《するど》く象を見た。それ
からすばやく下を向き、何でもないというふ
うで、いままでどおり往ったり来たりしてい
たもんだ。
　するとこんどは白象が、片脚《かたあし》
床《ゆか》にあげたのだ。百姓どもはぎょっ
とした。それでも仕事が忙《いそが》しいし、
かかり合ってはひどいから、そっちを見ずに、
やっぱり稲を扱いていた。

　オツベルは奥《おく》のうすくらい

ところで両手をポケットから出して、

も一度ちらっと象を見た。それからいかにも退屈《たい

くつ》そうに、わざと大きなあくびをして、両手を頭の

うしろに組んで、行ったり来たりやっていた。

Enjoy Time MIKATA まつり

令和3年10月29日（土）

令和3年８月２０日（日）
　「ずうっとこっちに居たらどうだ
い。」百姓どもははっとして、息
を殺して象を見た。オツベルは
云ってしまってから、にわかにが
たがた顫《ふる》え出す。とこ
ろが象はけろりとして「居てもい
いよ。」と答えたもんだ。
「そうか。それではそうしよう。
そういうことにしようじゃないか。」
オツベルが顔をくしゃくしゃにし
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